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＜連絡事項＞

・特にありません
＜週間予定＞

　9/19　菅井　浩子様～買い物の為外出予定

　　　　下川戸　長司様～彼岸・墓参りの為外泊予定

　9/20　上川原　豊様～治験評価日、青陽館体験利用の為外出予定

　　　　山下　拓也様～気分転換の為スタッフ付添いにて外出予定

　　　　出河　攻様～気分転換・買い物の為スタッフ付添いにて外出予定

　　　　竹洞　聡様～職安に行く為外出予定

　　　　山田　睦子様～墓参りの為外出予定

　　　　佐々木　理佳様～青陽館体験利用の為外出予定

　9/21　小田　沙也加様～虹スタッフ来院予定

　9/22　工藤　綾子様～日赤(消化器・整形)受診予定、16時から面談予定
　　　　山口　富造様～16時半から面談予定

　　　　續石　啓介様～ハーモニー歯科受診の為外出予定

＜要注目患者様ケース検討＞

・市川　真紀子様～外泊中。本日15:30帰院予定。
・松永　勘五郎様～作業に参加し計算問題を解いている。食事も全量摂取出来ている。

・上川原　豊様～夜勤帯にて感冒症状の訴えが聞かれている。日中は吃逆を止める薬が処方されているはずだと訴えあり、継続指示にないこと伝えている。服薬・栄養指導は今週中に実施予定。退院前訪問指導も実施するか検討中。服薬自己管理は今週水曜日から1週間の管理を開始していく。治験薬についてはシートか1日分に分割するかCRCに確認してから自己管理開始していく。
・相内　里紗様～昨日、主治医に会いたいと希望あり。本日15:30～主治医来棟し診察予定となっている。診察時、退院希望があり17:30当院退院となる。初外来9/26(火)　11:30～。
・大光　雄人様～昨日母様面会時、診察に同席したいと希望あり。本人は「母さんが居る方が話しやすい」とのこと。火曜日母様来院予定となっている。また、同年代と会話するとき身構えてしまう為、年上の方が話しやすいと情報あり。レストランでも出河様や下川戸様と共に食事をする様子が見られている。

・大橋　照子様～本日祝日の為、明日採血実施予定。各食少量ずつ摂取している。本人よりMA-8は昼か15:00に飲用したいと希望あり。本日は昼食後に飲用している。腹痛増強時、本人より頓服希望あった際は太田胃散に似ているものである事伝え服用促していきましょう。
・中居　松男様～昨日オートドアの前に立ち「出ていく」と言う事あり。本日は作業棟に行かれ作業に参加する事が出来ている。食事も全量摂取し、夜間も睡眠がとれている。

・佐々木　睦子様～咳嗽、鼻汁あり、体温36.8℃。風邪薬は「もう飲んでいるからいらない」と話す為、経過観察とする。
・佐々木　理佳様～昨日から眠れない事に対し苛々すると訴えあり。11:30継続指示リスペリドン内用液1Pとロラゼパム1T服用している。午睡と夜間の睡眠状況を確認していく。胃薬の希望があり、ファモチジン(20)1Ｔ　1×就床前
　　　　　　　　1日分処方となっている。

・袴田　将志様～活動参加していたが、途中で帰ると訴えあり。最後まで居るよう伝えるとテンキードアを蹴る事あるため、精神状態の観察をしていく。

＜アルコール依存症治療プログラム確認＞

・竹洞　聡様～Ⅲ期実施中。断酒意志は薄く就職活動の事ばかりを話す為、脱線すること

あり。実施中はアルプロについて集中出来る様に軌道修正していく。また、

舌癌術後フォローの為、他科受診するか確認中。
・山口　良枝様～Ⅲ期実施中。土曜日家族勉強会実施している。今後は外出泊訓練を実施していき、デイケア等の利用も検討していく。
＜退院支援状況確認＞

・佐々木　理佳様～退院後は訪問看護(五福で1回/週利用)と青陽館利用予定とし調整していく。
・小田　沙也加様～外泊中は自発的な行動はなかったと母様より情報あり。退院に向け虹スタッフ来院し本人の状況を確認しにくるとのこと。自宅退院予定となっている。

・上川原　豊様～服薬状況の確認も含め青陽館は5回/週利用、土曜日に訪問看護を導入と

し退院調整していく。

・成田　賀枝様～主治医より家族へ自宅退院できるか確認する予定。

・石井　幸子様～本日、妹様面会時に「退院届け出したから帰る」「一人暮らししたい」等と発言している。また、自己服薬管理実施中であるが服薬カレンダーを吊るさずチェストにしまっている事あり、声掛けするも「帰るから大丈夫」と吊るそうとせず。今後、デイケア体験利用もすすめていく予定。
